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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 10,454 － 1,288 － 1,349 － 948 －
2025年３月期第１四半期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2026年３月期第１四半期 862百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 －百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 72.77 －
2025年３月期第１四半期 － －

(注) 当社は、2024年10月１日に共同株式移転により設立されたため、前年同四半期実績及び対前年同四半期増減率

はありません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 57,821 43,874 75.9
2025年３月期 58,375 44,406 76.1

(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 43,874百万円 2025年３月期 44,406百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 107.00 107.00
2026年３月期 －
2026年３月期(予想) 0.00 － 111.00 111.00

(注)１ 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２ 当社は2024年10月１日に共同株式移転により設立されたため、前期の第２四半期までの実績はありません。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 21,610 － 3,090 － 3,150 － 2,070 － 158.74
通期 44,700 3.3 6,680 5.3 6,760 2.0 4,810 18.3 368.85

(注)１ 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２ 当社は2024年10月１日に共同株式移転により設立されたため、第２四半期（累計）の対前年同四半期増減率

はありません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 13,681,230株 2025年３月期 13,681,230株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 640,681株 2025年３月期 640,651株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 13,040,569株 2025年３月期１Ｑ －株

(注) 当社は2024年10月１日設立のため、前年同四半期の株式数は記載しておりません。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・四半期決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔ及び当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

当社は2024年10月１日に共同株式移転の方法によりジーエルサイエンス株式会社及びテクノクオーツ株式会社を株

式移転完全子会社とする株式移転設立完全親会社として設立されたため、前第１四半期連結累計期間に係る記載はし

ておりません。

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間(2025年４月１日から2025年６月30日まで)におけるわが国経済は、インバウンド需

要の回復や個人消費の底堅さが見られ、緩やかな回復基調を維持しています。一方で、ロシア・ウクライナ紛争

の長期化に加えて中東情勢の緊迫化などもあり、地政学的リスクは高止まりしています。加えて、米国の保護主

義的な通商政策をはじめとした各国の政策動向、及びそれに伴う為替相場の変動など、世界経済は依然として不

安定な要素を多く抱えており、先行き不透明な状況が続いています。

このような経済環境下におきまして、当社グループは、中期経営計画(2025年３月期～2027年３月期)に基本方

針として掲げた「持続的な成長への戦略投資」「事業競争力を重視した成長戦略」に基づき、目標達成に向けて

生産能力増強や営業力強化等に取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、10,454百万円となりました。損益につきまし

ては、営業利益 1,288百万円、経常利益 1,349百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益 948百万円となりま

した。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

(分析機器事業)

分析機器事業におきましては、景気の先行きや国際情勢が不透明な状況が続いている中でも業績は順調に推移

しました。

国内売上高においては、装置、消耗品ともに好調でした。装置類に関しては、製薬企業や食品分野向けを中心

に堅調に推移し、品目別では特に他社製の高速液体クロマトグラフや質量分析計などが売上を牽引しました。消

耗品につきましても、液体クロマトグラフ用カラムだけでなく、固相抽出カートリッジや試料調製容器なども含

めた幅広い製品群で安定した売上を確保することができました。

海外売上高においては、主力製品である液体クロマトグラフ用カラムを中心に、ガスクロマトグラフ用カラム

や固相抽出カートリッジ、固相抽出関連装置等も含めた自社製品の拡販活動を展開しておりますが、中国経済の

停滞及び北米における需要減少の影響を受け売上は伸び悩みました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 4,274百万円、営業利益は 293百万円となりました。

(半導体事業)

半導体業界におきましては、生成AI関連製品の需要拡大を背景に業界全体として設備投資は高水準を維持して

おり、国内外で先端半導体の製造工場の新設、増設の動きが継続しておりますが、一方でパソコンやスマートフ

ォン向けの需要回復は依然として鈍く、業界全体の本格的な回復は2025年後半以降となる見込みです。

以上のような環境の中、半導体事業では、今後に向けた新規需要の掘り起こしや競争力強化のため、高付加価

値製品の開発と拡販によるマーケットの拡大、国内外での増産体制構築の準備を行い、さらなる成長に向けて邁

進しております。豊富な受注残高と工場の高稼働率を背景に、売上高は計画を上回ることができましたが、物価

高等の影響を受けて売上原価、販売費及び一般管理費がそれぞれ増加し、営業利益は計画を下回ることとなりま

した。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 5,758百万円、営業利益は 997百万円となりました。

(自動認識事業)

自動認識事業におきましては、化学物質総合管理システムや特定顧客向けの物品管理用UHFシステムなどの受注

があり、売上高は順調に推移しました。

製品分類別では、住居関連施設やビル施設向けの需要が減少したことが影響し、「機器組込製品」と「完成系

製品」につきましては売上高が伸び悩みました。その一方で「自動認識用その他」においては、前述のシステム

受注に加えてフィットネスクラブ向けゲートシステムや立体駐車場向けシステムの開発案件も後押しし、堅調に

推移しました。
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この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 421百万円となりました。損益につきましては、利益率の低

い案件が多かったことに加えて、将来の事業拡大を見据えた人材面への投資増の影響もあり、営業損失は 8百万

円となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

(資産の状況)

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、商品及び製品が増加した一方、売掛金が減少し 33,180百万円

(前連結会計年度末に比べ 1,160百万円の減少)となりました。固定資産は、投資その他の資産の投資有価証券

及びその他の増加などにより 24,641百万円(前連結会計年度末に比べ 607百万円の増加)となりました。その結

果、資産合計では 57,821百万円(前連結会計年度末に比べ 553百万円の減少)となりました。

(負債の状況)

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、短期借入金が増加した一方、未払法人税等及び買掛金などが減

少し 9,903百万円(前連結会計年度末に比べ 13百万円の増加)となりました。固定負債は退職給付に係る負債が

減少した一方、その他の増加などにより 4,044百万円(前連結会計年度末に比べ 34百万円の減少)となりまし

た。その結果、負債合計では 13,947百万円(前連結会計年度末に比べ 21百万円の減少)となりました。

(純資産の状況)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、その他有価証券評価差額金が増加した一方、為替換算調整勘

定が減少したことにより 43,874百万円(前連結会計年度末に比べ 532百万円の減少)となりました。自己資本比

率は 75.9％となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,897,107 7,696,976

受取手形 290,245 362,286

電子記録債権 3,078,024 3,141,960

売掛金 9,706,644 8,410,799

商品及び製品 2,738,824 3,170,945

仕掛品 4,111,486 4,061,483

原材料及び貯蔵品 5,696,573 5,743,575

その他 825,841 595,261

貸倒引当金 △3,328 △2,641

流動資産合計 34,341,419 33,180,647

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,321,842 7,191,882

土地 5,137,685 5,137,685

その他（純額） 6,208,255 6,438,339

有形固定資産合計 18,667,783 18,767,906

無形固定資産 636,679 610,050

投資その他の資産

投資有価証券 3,603,807 4,103,799

退職給付に係る資産 517,102 524,387

その他 608,768 635,294

貸倒引当金 △376 △376

投資その他の資産合計 4,729,302 5,263,104

固定資産合計 24,033,764 24,641,062

資産合計 58,375,184 57,821,710
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 372,330 263,652

電子記録債務 1,082,260 1,272,425

買掛金 1,999,100 1,509,735

短期借入金 2,596,945 4,065,096

未払法人税等 954,763 273,637

賞与引当金 848,924 453,999

返金負債 220,694 245,011

その他 1,815,089 1,819,585

流動負債合計 9,890,108 9,903,144

固定負債

長期借入金 2,536,028 2,315,983

役員退職慰労引当金 1,925 2,615

退職給付に係る負債 363,072 274,313

その他 1,177,101 1,451,171

固定負債合計 4,078,127 4,044,084

負債合計 13,968,236 13,947,228

純資産の部

株主資本

資本金 300,000 300,000

資本剰余金 9,849,136 8,453,794

利益剰余金 31,744,646 32,693,568

自己株式 △75,754 △75,839

株主資本合計 41,818,027 41,371,523

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,302,869 1,644,752

土地再評価差額金 △315,086 △315,086

為替換算調整勘定 1,570,649 1,142,714

退職給付に係る調整累計額 30,487 30,577

その他の包括利益累計額合計 2,588,920 2,502,958

純資産合計 44,406,948 43,874,481

負債純資産合計 58,375,184 57,821,710
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 10,454,582

売上原価 6,949,866

売上総利益 3,504,716

販売費及び一般管理費 2,216,714

営業利益 1,288,001

営業外収益

受取配当金 41,005

保険返戻金 37,639

不動産賃貸料 25,049

その他 9,821

営業外収益合計 113,515

営業外費用

支払利息 12,473

為替差損 16,547

不動産賃貸原価 17,781

その他 5,511

営業外費用合計 52,314

経常利益 1,349,202

特別損失

固定資産除却損 4,737

特別損失合計 4,737

税金等調整前四半期純利益 1,344,465

法人税、住民税及び事業税 259,463

法人税等調整額 136,079

法人税等合計 395,542

四半期純利益 948,922

親会社株主に帰属する四半期純利益 948,922
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 948,922

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 341,883

為替換算調整勘定 △427,935

退職給付に係る調整額 90

その他の包括利益合計 △85,961

四半期包括利益 862,960

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 862,960
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２分析機器事業 半導体事業 自動認識事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,274,442 5,758,366 421,774 10,454,582 － 10,454,582

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 156 15,595 15,751 △15,751 －

計 4,274,442 5,758,522 437,369 10,470,334 △15,751 10,454,582

セグメント利益又は損失（△） 293,611 997,161 △8,419 1,282,353 5,648 1,288,001

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去104,160千円、各報告セグメントに配分していない全社

費用△98,512千円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度より、経営管理区分の変更に伴い、従来「その他」に区分しておりましたグループ運営事業、管

理業務受託事業等について、「調整額」の区分に含めて表記しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 387,691千円

のれんの償却額 7,560 〃



ジーエルテクノホールディングス株式会社(255A) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 9 ―

（重要な後発事象）

譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分

当社は、2025年6月24日開催の取締役会において、下記のとおり、自己株式の処分を行うことについて決議し、

2025年7月24日に払込手続きが完了いたしました。

処分の概要

（1）払込期日 2025年７月24日

（2）処分する株式の種類及び数 当社普通株式 24,611株

（3）処分価額 1株につき2,866円

（4）処分総額 70,535,126円

（5）割当先

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）
３名 5,131株
当社子会社の取締役14名 19,480株
※上記人数には、当社の取締役と当社子会社の取締
役を兼任している３名が含まれています。


